












ポイント  　
　目的に応じたデータを、どのように収集するのか、収集したデータからどんなことが分かるのか
などについて見通しをもたせながら、ICTを活用して度数分布表やヒストグラムに整理させる。

データを収集・整理し、データの傾向を読み取り、批判的に考察し判断させる指導の工夫
～単元名「データの分布」～

【指導の流れ】
１　目的に応じてデータを収集し、表やグラフに整理させる。（１/ ２時）
　 学習活動  �　実験を行いながらデータを収集し、表やグラフに整理する。

問  題  
　太郎さんの学校の文化祭では、例年閉会式の時、体育館の天井から紙ふぶきを降らせています。
そして、紙ふぶきをきれいに降らせるためには、紙ふぶきの滞空時間をできるだけ長くすることが
重要です。どんな紙ふぶきを降らせたらよいでしょうか。

○課題の見られた問題　　8
○出題のねらい
　目的に応じてデータを収集し、ヒストグラムや代表値、相対度数などを用いて、そのデータの
分布の傾向を読み取り、批判的に考察し判断する問題である。
　出題の意図は、過去の出題において、「ヒストグラムや代表値などを用いて、データの分布の
傾向を読み取り、批判的に考察し判断する」ことに課題が見られるため、これまで学習してきた
様々な表やグラフの特徴を理解しているか判断する問題とした。

○分析結果と課題
　分析の結果、⑴の通過率は６割を上回ったが、⑵、⑶の通過率は３割を下回った。代表値やヒ
ストグラムなどからデータを正確に分析できなかったことが考えられる。
　課題として、代表値やヒストグラムなどを用いて問題を解決する過程において、どの代表値を
根拠とするのか、分布のどんな形に着目して傾向を読み取るのかなど、分析した結果から得られ
る結論が妥当かどうか判断する学習が不足していると考えられる。

○学習指導に当たって
　今後の指導に当たっては、日常生活を題材とした問題などを取り上げ、それを解決するために
計画を立て、必要なデータを収集し、ヒストグラムや相対度数などに整理してデータの傾向を捉
え、その結果を基に批判的に考察し判断するという一連の活動を経験することが大切である。

指導例

紙の大きさや形を変えると、滞空時間が長くなったり、短くなったりする

ことを予想しました。 

１辺の長さが１㎝と２㎝の正方形の紙でそれぞれの滞空時間を計ってみよう。

50回分のデータを集めることで、中央値や最頻値も分かりそうだね。 

実験を行う前に、どんな実験をするのか確認してみましょう。また、

調べたデータをどのようにまとめるか見通してみましょう。 

紙を２ｍの高さから降らせ、床に着くまでの時間を計ります。床に着く

までの時間を50回分測ることで、平均値を求めることができそうだね。 
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